研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　　　　看護課　　　　　　職　種　　　　　准看護婦　　　氏　名　工藤　静子

	期　　間　　平成　　22年　　9月　8　日　～　平成　　年　　月　　日　13:30～16：30

	出張目的　　若年性認知症フォーラムに出席のため

	出 張 先　　東奥はちのへホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


～若年認知症の就労型活動・地域型活動による生活維持への支援～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若年認知症社会参加支援センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョイント　所長・作業療法士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比留間　ちづ子

共有したいこと

1若年認知症の理解への糸口を得る

· 若年認知症の人の行動は、意思をはっきり伝える。

· 若年認知症へのケアの質が変わる。

2、適正な治療とケアが、後々の人生と処遇に影響する。

3、最も有効な資源は、スタッフ・サポーター・環境の意図

若年認知症の現実的課題

中年から壮年期の発症・職業技能は真っ盛り

病気による生活の中断

経済的問題・家庭の困惑

自分がどうなっていくのか・・・

対応課題として若年認知症への一般的・専門的理解の普及・啓発

若年特有の残存能力の評価・早期発見と治療環境の整備・リハビリテーション二次障害の予防。

ＡＤＬ維持･就労継続・地域活動への移行の援助・家族・周辺社会への支援とコミュニケーション・地域生活の介護と支援体制・増悪期の医療・終末期への対応・失認・失行という機能障害。視覚・聴覚

相貌・空間・身体・着衣・肢節・運動失効・失語・言葉は音と意味に分離していく。

「考察」

若年認知症の就労型活動をしている様子が資料、スライド等により活発に行われている事がわかり素晴らしいと思っています。

若年認知症の方は何か仕事がしたいという思いは日々現場を見ているスタッフの一人としてひしひしと伝わってきました。何か忘れ物でもしているような光景をみると声を掛けています。でも返事がかえってきません。残存機能を悪化させないようにするため私達はなにをすればいいかいつも考えさせられています。

『若年性認知症を取り巻く環境』

青森県保健大学

吹田　由紀子　

認知症の本人で話し合う場を作りたい。

認知症であることをわかってください。

私たちのこころを聴いてください。私はわたしとして生きて行きたい。できないことで、だめだと決めつけないで。

自分たちの意向を施策に反映してほしい。

・当たり前に暮らせるサービスを。自分たちの力を活かして働き続け、収入を得る機会がほしい。家族を楽にしてほしい。

家族へ

・わたしなりに、家族を支えたいことをわかってほしい。

仲間へ

・暗く深刻にならずに、割り切って。ユーモアをもちましょう。

多くの介護者が経済的困難、若年性認知症に特化した福祉サービスや専門職の充実の必要

性。経済的にも大変。本人が何をしたいのか、見つけていく感受性や持っている力を見極

めていく能力を培う。その家族と話をすることで色々な事で悩んでいる家族がいる。

若年性認知症の施設がなく老人の方とは話が合わない。デイサービスの施設も少ない。

認知症になっていも「地域で普通に生活したい」という気持ちを支え、「生きいきと生きる」

ことを可能な限り支援し、生活の質の維持・向上を図ることが大事。

「考察」

多くの介護者が経済的困難、若年性認知症に特化した福祉サービスや専門職の充実の必要

性。経済的にも大変だと思います。本人が何をしたいのか、見つけていく感受性や持って

いる力を見極めていく能力をに培う、話を聴いているうちに説絶な思いが伝わってきまし

た。特に本人は何をしたらいいかわからない、じっとしていれない、そして戸惑いがあり

家族は重症になってから相談に来る人が多い。経済的問題も多く家族は介護に追われ仕事

ができない。福祉からの助成金を受けるにも数年かかり時間がかかり過ぎる。その中で家

族に対しての暴力がある。壮絶だと思います。

私たちにできる事はなにか？介護家族と緊密なパートナーシップをとり、認知症者に関す

る情報を得ながら最適なケアを提供していきたいと考えさせられました。

当院でも「ゆうき」若年性認知症サロン「ゆえみ」若年性認知症サポートセンターがあり、

活動している様子をスライドで見ることができました。社会からの理解が浅く、十分なサ

ービスを受けれないことや、「若いのに？」といった誤解、偏見などにより、家族の身体的・

心理的負担が大きいのが実情だと話していました。現場を見ているとまさにそのとおりだ

と実感しています。
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